
鹿
児
島
市

小
学
校

鹿
児
島
市
立
宇
宿
小
学
校

東
條

睦
宣

一

地
区
の
概
要

本
地
区
小
学
校
部
会
は
、
市

内
七
十
九
校
（
会
員
八
十
七

名
）
で
組
織
し
、
鹿
児
島
市
教

育
委
員
会
の
指
導
の
も
と
、
実

践
・
研
究
を
推
進
し
、
教
頭
と

し
て
の
資
質
向
上
に
努
め
て
い

る
。

二

活
動
の
状
況

本
地
区
は
、
十
二
ブ
ロ
ッ
ク

に
分
か
れ
、
年
間
五
回
行
わ
れ

る
市
教
頭
研
修
会
を
中
心
に
ブ

ロ
ッ
ク
別
に
自
主
研
修
を
行
っ

て
い
る
。

各
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
、
実
践
的

な
事
例
発
表
や
情
報
交
換
を
中

心
に
、
教
頭
と
し
て
の
資
質
向

上
を
図
り
、
学
校
運
営
が
円
滑

に
推
進
し
て
い
け
る
よ
う
な
学

校
教
育
活
動
の
充
実
を
図
る
た

め
の
具
体
的
方
策
を
話
し
合
っ

て
い
る
。

本
年
度
の
鹿
児
島
県
公
立

小
・
中
学
校
教
頭
会
研
究
大
会

で
は
、
「
豊
か
な
人
間
性
と
創

造
性
を
育
む
学
校
教
育
」
を
研

究
主
題
に
、
第
一
Ａ
分
科
会

「
教
育
課
程
に
関
す
る
課
題
」

及
び
第
五
Ａ
分
科
会
「
教
職
員

の
専
門
性
に
関
す
る
課
題
」
で

提
言
を
行
っ
た
。

年
度
末
に
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
ご

と
に
研
究
の
内
容
や
具
体
的
な

実
践
の
様
子
を
ま
と
め
、
「
市

教
頭
会
研
究
紀
要
」
と
し
て
毎

年
発
行
し
て
い
る
。

今
後
も
、
成
果
や
課
題
を
会

員
同
士
で
共
有
し
、
各
校
で
の

実
践
・
研
究
を
深
め
、
教
頭
と

し
て
の
資
質
向
上
に
向
け
、
努

力
・
研
鑽
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

鹿
児
島
市

中
学
校

鹿
児
島
市
立
武
岡
中
学
校

中
村

洋
一

一

地
区
の
概
要

本
地
区
中
学
校
部
会
は
、
学
校

数
三
十
九
校
、
会
員
四
十
二
名
で

組
織
さ
れ
て
い
る
。
七
ブ
ロ
ッ
ク

編
成
で
研
究
を
行
い
、
今
年
度
で

三
年
目
の
研
究
に
な
る
。
鹿
児
島

市
教
育
委
員
会
の
指
導
の
も
と
研

修
を
行
い
、
教
頭
と
し
て
の
資
質

向
上
に
努
め
て
い
る
。

二

活
動
の
状
況

会
員
は
、
年
五
回
実
施
さ
れ
る

市
教
頭
会
や
そ
の
他
の
研
修
会
等

で
学
ん
だ
こ
と
を
各
学
校
の
教
育

実
践
に
生
か
し
、
課
題
の
解
決
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

平
成
二
十
八
年
度
は
、
県
教
頭

会
研
究
大
会
で
、
第
二
分
科
会
の

「
子
ど
も
の
発
達
に
関
す
る
課

題
」
、
第
四
分
科
会
で
「
組
織
・

運
営
に
関
す
る
課
題
」
に
つ
い
て

研
究
提
言
発
表
を
行
っ
た
。
さ
ら

に
、
第
四
分
科
会
に
つ
い
て
は
、

九
州
大
会
で
も
提
言
発
表
を
行
な

っ
た
。
そ
の
た
め
、
担
当
ブ
ロ
ッ

ク
で
は
発
表
に
向
け
て
、
研
修
会

を
開
き
、
準
備
を
進
め
る
中
で
、

研
究
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

年
度
末
に
は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の

研
究
成
果
と
課
題
を
「
研
究
紀

要
」
に
ま
と
め
、
各
学
校
の
教
育

実
践
に
生
か
し
て
い
る
。

次
年
度
は
第
十
一
期
初
年
度
の

研
究
と
な
る
が
、
研
究
の
視
点
と

具
体
的
内
容
例
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
二
年
次
以
降
に
つ
な
が
る
よ

う
に
し
た
い
。

今
後
も
、
成
果
や
課
題
を
共
有

し
、
学
校
現
場
に
役
立
つ
実
践
的

な
研
究
を
推
進
す
る
。

鹿
児
島
地
区

日
置
市
立
鶴
丸
小
学
校

久
保
田

真

一

地
区
の
概
要

平
成
二
十
八
年
度
の
本
地
区
は
、

日
置
市
・
い
ち
き
串
木
野
市
・
三

島
村
・
十
島
村
で
構
成
さ
れ
、
会

員
数
は
五
十
一
名
（
小
学
校
二
十

八
校
・
中
学
校
二
十
三
校
）
で
あ

る
。
鹿
児
島
教
育
事
務
所
及
び
、

各
市
村
教
育
委
員
会
の
指
導
を
仰

ぎ
な
が
ら
、
教
頭
と
し
て
の
資
質

向
上
に
努
め
て
い
る
。

二

活
動
の
状
況

地
区
全
体
で
の
研
修
会
は
、
五

月
と
十
月
の
二
回
開
催
さ
れ
、
事

務
所
長
講
話
を
は
じ
め
講
演
や
情

報
交
換
が
行
わ
れ
た
。

一
回
目
は
「
人
事
評
価
制
度
の

推
進
・
確
か
な
学
力
の
定
着
」
二

回
目
は
「
学
力
向
上
・
生
徒
指
導

の
充
実
」
の
内
容
で
協
議
し
情
報

交
換
を
行
っ
た
。

十
一
月
の
県
教
頭
会
研
究
大
会

で
は
『
教
育
環
境
整
備
に
関
す
る

課
題
』
（
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
環

境
整
備
を
推
進
す
る
た
め
に
教
頭

と
し
て
の
か
か
わ
り
は
ど
う
あ
れ

ば
よ
い
か
）
を
テ
ー
マ
に
日
置
市

中
学
校
教
頭
会
が
提
言
を
行
っ
た
。

さ
ら
に
、
十
一
月
末
の
九
州
地

区
教
頭
会
研
究
大
会
（
沖
縄
大

会
）
に
は
、
本
地
区
か
ら
二
名
が

参
加
し
た
。

ま
た
、
本
地
区
で
は
、
旧
市
町

村
を
地
域
と
し
た
教
頭
会
が
運
営

さ
れ
て
お
り
、
各
地
域
研
修
部
長

を
中
心
に
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
向

け
た
研
究
等
を
実
践
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

南
薩
地
区

枕
崎
市
立
立
神
小
学
校

野
下

利
弘

一

地
区
の
概
要

本
地
区
教
頭
会
は
、
南
さ
つ
ま
市
、

南
九
州
市
、
指
宿
市
、
枕
崎
市
の
四

市
で
構
成
し
、
会
員
数
六
十
八
名

（
小
学
校
四
十
九
名
、
中
学
校
十
九

名
）
で
あ
る
。
南
薩
教
育
事
務
所
及

び
各
市
教
育
員
会
の
指
導
を
仰
ぎ
な

が
ら
、
教
頭
と
し
て
の
資
質
向
上
に

努
め
て
い
る
。

二

活
動
の
状
況

地
区
教
頭
研
修
は
五
月
と
十
月
に

開
催
さ
れ
た
。
五
月
の
研
修
会
で
は
、

事
務
所
長
講
話
や
地
区
の
教
育
行
政

の
重
点
施
策
や
、
人
事
評
価
の
目

的
・
方
法
に
つ
い
て
指
導
が
あ
っ
た
。

研
修
会
終
了
後
に
、
地
区
教
頭
会

の
組
織
や
年
間
の
活
動
計
画
等
に
つ

い
て
確
認
し
た
。
ま
た
、
懇
親
の
場

を
設
け
、
情
報
交
換
を
兼
ね
な
が
ら

親
睦
を
深
め
た
。

十
月
の
研
修
会
で
は
、
事
務
所
長

講
話
や
地
区
の
重
点
施
策
に
係
る
指

導
、
学
力
向
上
Ｗ
ｅ
ｂ
シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
た
重
点
課
題
調
査
と
「
授
業

改
善
の
ポ
イ
ン
ト
」
を
踏
ま
え
た
効

果
的
な
指
導
の
在
り
方
に
つ
い
て
グ

ル
ー
プ
協
議
が
行
な
わ
れ
た
。

十
一
月
の
県
公
立
小
・
中
学
校
教

頭
会
研
究
大
会
で
は
、
南
さ
つ
ま
市

大
笠
・
坊
津
・
加
世
田
ブ
ロ
ッ
ク
教

頭
会
が
、
第
一
Ｂ
分
科
会
で
「
新
た

な
教
育
施
策
導
入
に
あ
た
っ
て
の
教

頭
の
役
割
」、
枕
崎
市
教
頭
会
が
、
第

五
Ａ
分
科
会
で
「
教
職
員
の
資
質
・

能
力
の
向
上
を
図
る
教
頭
の
か
か
わ

り
」
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
提
言
を

行
っ
た
。

一
年
間
の
各
市
教
頭
会
の
研
究

に
つ
い
て
は
、
地
区
教
頭
会
実
践

事
例
集
に
ま
と
め
る
。

北
薩
地
区

阿
久
根
市
立
三
笠
中
学
校

塚
田

輝
司

一

地
区
の
概
要

本
地
区
教
頭
会
は
、
川
薩
・
出

水
の
三
市
二
町
、
小
学
校
七
十
五

校
・
中
学
校
三
十
四
校
か
ら
な
り
、

会
員
数
百
十
名
で
組
織
し
て
い
る
。

北
薩
教
育
事
務
所
及
び
各
市
町
教

育
委
員
会
の
指
導
を
仰
ぎ
、
教
頭

と
し
て
の
資
質
向
上
を
目
指
し
て

研
究
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

二

活
動
の
状
況

五
月
に
地
区
教
頭
研
修
会
が
開

催
さ
れ
た
。
事
務
所
長
講
話
を
は

じ
め
、
地
区
の
教
育
行
政
重
点
施
策

に
係
る
指
導
、
新
し
い
人
事
評
価

制
度
に
つ
い
て
の
説
明
等
が
行
わ

れ
た
。
本
研
修
会
後
に
は
、
地
区

教
頭
会
総
会
を
開
催
し
た
。
組
織

の
概
要
や
年
間
活
動
計
画
・
研
修

計
画
等
を
確
認
し
た
。

各
市
町
教
頭
会
で
は
、
研
究
グ

ル
ー
プ
毎
に
そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
や

課
題
を
踏
ま
え
た
テ
ー
マ
を
設
定

し
、
教
頭
と
し
て
の
関
わ
り
方
を

踏
ま
え
な
が
ら
実
践
的
・
主
体
的

な
活
動
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

県
教
頭
研
究
大
会
で
は
、
阿
久
根

市
グ
ル
ー
プ
、
薩
摩
川
内
市
グ
ル

ー
プ
１
、
中
学
校
第
６
グ
ル
ー
プ

（
出
水
市
）
の
３
グ
ル
ー
プ
が
、

各
分
科
会
に
お
い
て
提
言
を
行
っ

た
。県

教
頭
研
究
大
会
で
の
発
表
内

容
や
各
研
究
グ
ル
ー
プ
の
具
体
的

な
取
組
等
は
、
地
区
教
頭
会
実
践

事
例
集
「
あ
し
た
を
拓
く
」
に
ま

と
め
、
相
互
の
資
質
向
上
及
び
情

報
共
有
を
図
っ
て
い
る
。



姶
良
・
伊
佐
地
区

姶
良
市
立
建
昌
小
学
校

小
池

晃
一

一

地
区
の
概
要

本
地
区
は
三
市
一
町
で
構
成

さ
れ
、
小
学
校
七
十
一
校
、
中

学
校
二
十
三
校
か
ら
な
り
、
会

員
数
九
十
四
名
で
組
織
し
て
い

る
。
姶
良
・
伊
佐
教
育
事
務
所

並
び
に
各
市
町
教
育
委
員
会
の

指
導
を
仰
ぎ
、
教
頭
と
し
て
の

資
質
向
上
を
目
指
し
て
、
日
々

研
修
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

二

活
動
の
状
況

地
区
教
頭
研
修
会
は
、
五
月

と
十
月
の
年
二
回
開
催
さ
れ
て

い
る
。
五
月
の
研
修
会
で
は
、

事
務
所
長
に
よ
る
講
話
及
び
人

事
評
価
制
度
に
つ
い
て
の
説
明
、

県
教
育
行
政
の
重
点
施
策
に
つ

い
て
の
指
導
、
「
学
力
向
上
対

策
推
進
の
た
め
の
教
頭
と
し
て

の
取
組
」
の
事
例
発
表
が
行
わ

れ
た
。
最
後
に
県
教
育
庁
義
務

教
育
課
の
末
満
一
二
三
義
務
教

育
係
長
に
「
学
力
向
上
に
向
け

て
」
を
テ
ー
マ
に
ご
講
話
を
い

た
だ
い
た
。

十
月
の
研
修
会
で
は
、
所
長

講
話
、
各
課
指
導
・
説
明
の
ほ

か
、
小
中
連
携
推
進
を
テ
ー
マ

に
し
た
教
育
事
務
所
公
開
会
議

に
よ
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
各
中
学

校
区
別
研
究
協
議
が
行
わ
れ
た
。

最
後
に
鹿
児
島
大
学
教
育
学
部

の
髙
谷
哲
也
准
教
授
に
「
児
童

生
徒
の
学
び
の
連
続
性
を
保
証

す
る
小
中
連
携
の
実
現
に
向
け

て
」
を
テ
ー
マ
に
ご
講
話
を
い

た
だ
い
た
。
年
度
末
に
は
各
市

町
の
研
究
テ
ー
マ
や
年
間
計
画
、

い
く
つ
か
の
学
校
の
研
究
状
況
、

随
筆
等
を
ま
と
め
た
研
究
誌
を

発
行
し
た
。

大
隅
地
区

鹿
屋
市
立
花
岡
小
学
校

馬
場

修
身

一

地
区
の
概
要

本
地
区
教
頭
会
は
、
四
市
五

町
の
小
学
校
九
十
一
校
（
休
校

一
）
、
中
学
校
三
十
三
校
（
休

校
一
）
、
会
員
数
百
二
十
五
名

で
組
織
さ
れ
て
い
る
。

大
隅
教
育
事
務
所
及
び
各
市

町
教
育
委
員
会
の
指
導
を
仰
ぎ

な
が
ら
、
教
頭
と
し
て
の
資
質

向
上
に
努
め
て
い
る
。

二

活
動
の
状
況

地
区
教
頭
研
修
会
は
、
五
月

と
十
月
の
年
二
回
開
催
し
て
い

る
。

五
月
の
研
修
会
で
は
、

大
隅
教
育
事
務
所
長
講
話
や
地

区
の
重
点
施
策
に
つ
い
て
の
指

導
、
「
学
校
経
営
の
具
現
化
に

向
け
て
の
教
頭
と
し
て
方
策
」

に
つ
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に

取
り
組
ん
だ
。
最
後
に
、
「
こ

れ
か
ら
の
人
事
評
価
」
に
つ
い

て
、
県
教
育
庁
義
務
教
育
係
長

に
ご
講
話
を
い
た
だ
い
た
。

十
月
の
研
修
会
で
は
、
各
課
所

管
事
項
の
説
明
、
学
力
向
上
・

生
徒
指
導
等
に
つ
い
て
の
グ
ル

ー
プ
協
議
を
行
っ
た
。

各
市
町
教
頭
会
で
も
、
各
研

修
部
長
を
中
心
に
、
研
究
テ
ー

マ
に
基
づ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
課

題
解
決
に
向
け
た
実
践
を
進
め

た
。十

一
月
の
鹿
児
島
県
教
頭
会

研
究
大
会
で
は
、
東
串
良
町
・

志
布
志
市
・
大
崎
町
・
垂
水
市

の
教
頭
会
が
、
提
言
発
表
を
行

い
、
地
区
会
員
が
そ
の
分
科
会

に
多
数
参
加
し
、
充
実
し
た
研

修
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

熊
毛
地
区

屋
久
島
町
立
安
房
小
学
校

教
頭

内
薗

博
之

一

地
区
の
概
要

熊
毛
地
区
教
頭
会
は
、
一
市
三

町
か
ら
な
り
、
小
学
校
三
十
三
校
、

中
学
校
七
校
の
会
員
四
十
名
で
組

織
し
て
い
る
。
熊
毛
教
育
事
務
所

を
は
じ
め
、
各
市
町
教
育
委
員
会

の
御
指
導
・
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
、

教
頭
と
し
て
の
資
質
向
上
を
目
指

し
日
々
研
修
に
努
め
て
い
る
。

二

活
動
の
状
況

本
地
区
で
は
、
年
二
回
地
区
教

頭
研
修
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

事
務
所
長
講
話
を
始
め
、
県
・
地

区
の
教
育
行
政
重
点
施
策
に
係
る

指
導
，
県
教
育
庁
義
務
教
育
課
指

導
監
講
話
等
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、

研
究
協
議
で
は
、
第
一
回
（
五

月
）
は
「
学
力
向
上
に
向
け
た
具

体
策
」
と
「
い
じ
め
の
未
然
防
止

と
早
期
発
見
・
早
期
解
決
」
、
第

二
回
（
十
月
）
は
「
『
授
業
を
見

る
た
め
の
視
点
』
の
活
用
」
・

「
『
服
務
規
律
の
厳
正
確
保
』
に

関
す
る
指
導
」
・
「
う
歯
治
療
率
」

の
テ
ー
マ
を
設
定
し
、
教
頭
同
士

の
意
見
を
活
発
に
交
流
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
た
。
ま
た
、
各
市
町
ご

と
の
教
頭
会
で
も
、
各
学
校
の
実

践
事
例
を
も
と
に
、
具
体
的
な
研

修
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

十
一
月
の
県
教
頭
会
研
究
大
会
で

は
、
「
組
織
・
運
営
に
関
す
る
」

第
四
分
科
会
で
、
「
小
小
連
携
・

小
中
連
携
を
通
し
た
児
童
生
徒
の

育
成
」
を
テ
ー
マ
に
南
種
子
町
教

頭
会
が
提
言
を
行
い
、
多
く
の
地

区
会
員
が
参
加
し
充
実
し
た
研
修

を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

他
の
分
科
会
に
参
加
し
た
会
員
も

積
極
的
に
研
鑽
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
た
。

大
島
地
区

奄
美
市
立
名
瀬
小
学
校

上
村

英
樹

一

地
区
の
概
要

本
地
区
教
頭
会
は
、
一
市
九

町
二
村
で
小
学
校
八
十
三
校
、

中
学
校
四
十
六
校
、
会
員
百
八

名
で
組
織
さ
れ
て
い
る
。

大
島
教
育
事
務
所
及
び
各
市

町
村
教
育
委
員
会
の
指
導
を
仰

ぎ
な
が
ら
、
教
頭
と
し
て
の
資

質
の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

二

活
動
の
状
況

(

一)

地
区
全
体
で
の
研
修

地
区
教
頭
研
修
会
は
五
・
九

月
の
二
回
開
催
さ
れ
、
事
務
所

長
講
話
を
は
じ
め
、
教
育
事
務

所
の
重
点
事
項
の
説
明
等
が
行

わ
れ
た
。
ま
た
、
学
校
職
員
の

人
事
評
価
に
つ
い
て
の
研
修
を

深
め
た
。
さ
ら
に
、
研
究
協
議

で
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

の
話
し
合
い
が
取
り
入
れ
ら
れ
、

活
発
な
情
報
交
換
を
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

(

二)

研
究
紀
要
の
発
行

市
町
村
ご
と
に
一
年
間
研
修

し
た
こ
と
を
ま
と
め
、
大
島
地

区
小
・
中
学
校
教
頭
会
研
究
紀

要
を
発
行
し
て
い
る
。
今
回
は

三
十
五
号
で
あ
る
。
各
市
町
村

の
活
動
報
告
に
加
え
て
、
随
想

等
を
載
せ
る
こ
と
で
親
し
み
や

す
い
紀
要
に
し
た
。

（
三
）
地
区
代
表
者
会
の
開
催

各
市
町
村
代
表
者
が
参
加
し
、

年
間
活
動
の
反
省
と
次
年
度
の

計
画
に
つ
い
て
の
協
議
し
た
。

ま
た
、
幕
末
の
奄
美
に
つ
い
て

講
師
を
招
い
て
講
演
会
・
情
報

交
換
会
を
開
き
、
奄
美
の
歴
史

や
文
化
に
つ
い
て
造
詣
を
深
め

る
と
と
も
に
、
横
の
連
携
を
強

め
て
い
る
。


